
ぬ 365

台
。
お
福
が
た
し
な
む
人
に
と
っ
て
は
、
ほ
ん
と
豆
つ
に
お
泊
の
お
い
し
い
事
節
と
な
一
空
手
レ
セ
特
に
、
十
一
一
月
食

古
は
忘
年
金
な
ど
害
飲
む
望
事
く
な
早
ま
す
が
、
同
時
に
革
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
通
え
ま
す
。
合

古
「
ほ
ん
の
一
恋
段
」
が
命
と
り
に
な
の
か
ね
ま
せ
ん
.
ぷ
む
な
ら
乗
る
な
、
最
る
な
ら
飲
む
な
」
の
銑
合

官
:
一
郎
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
人
一
人
が
自
覚
一

J
H
Y宅φ
つ
仁
K
ま
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
散
時
議
転
追
放
遜
動
も
官

官
:
含
め
た
総
合
的
な
章
宏
発
揮
霊
2
2

市
一
議
室
雲
諜
で
第
三
次
選
巾
交
通
安
全
計
髄
官

会
が
妻
拓
、
h
れ
ま
し
た
。ζ
の
計
画
は
昭
和
五
土
盆
凌
か
ら
六
十
年
度
ま
で
白
五
年
間
の
計
画
で
、
激
増
令

官
す
る
交
通
戦
争
を
ど
主
手
え
撃
っ
か
、
平
車
市
町
戦
術
と
も
い
う
べ
量
計
図
書
歯
で
す
。
ぜ
ひ
、
と
一
説
〈
だ
官

官
;
さ
い
。

人o 218， 663人
変格 好， 676校卒事

(56年11月 1 日現在 50，藍勢調童基調毅〉

替
不
在
し
た
り
、
道
路
反
射
鐘
を
ご
百

五
十
基
設
置
し
で
、
少
し
で
も
見
や
す

〈
な
る
よ
吉
一
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

実
通
事
故
の
一
つ
の
康
問
と
な
っ
て

平
軍
用
予
ほ
、
套
連
安
八
中
対
簡
を
紬
そ
ピ
ー
ク
に
一
、
年
々
減
少
し
て
き

ιま
し
安
全
計
画
で
は
、
交
通
事
故
件
数
が
二
い
る
自
動
車
の
路
ト
一
駐
車
は
、
円
暗

合
的
に
進
め
よ
3
1
2、
昭
利
凶
十
六
年
た
。
第
一
次
究
通
安
全
豪
闘
で
は
、
実
ニ
・
八
軒
と
増
加
し
て
い
る
も
白
の
、
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
排
除
い

第
一
次
、
昭
和
五
十
一
年
第
二
択
受
滋
施
前
の
四
十
五
年
と
計
画
の
最
終
草
度
死
者
数
で
は
や
は
主
回
開
軒
の
酷
少
を
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
市
街
地
に
は
駐

豪
会
計
函
役
策
定
し
て
、
交
通
安
辛
南
町
で
あ
高
五
十
年
を
比
較
す
る
と
、
発
生
み
せ
て
い
ま
す
。
特
に
、
死
者
数
は
四
車
場
が
伊
な
い
た
め
、
駐
車
場
の
設
置

簡
を
進
め
て
き
ま
し
ゃ
、
件
数
で
は
凶
八
軒
の
減
少
、
死
者
較
で
十
六
車
。
ピ
i

ク
二
十
八
人
か
島
八
入
者
邑
的
と
L
た
蛭
車
場
慈
備
地
区
の
指

そ
の
結
果
、
市
内
の
焚
通
事
故
件
数
は
五

O
が
と
大
幅
な
減
少
を
み
て
い
ま
と
大
幅
な
減
少
を
み
る
こ
と
が
で
き
て
定
空
行
い
、
計
画
的
な
盤
備
主
行
っ
て

は
、
昭
利
回
十
践
年
の
}
千
五
吉
田
十
す
。
い
ま
す
。
い
き
ま
す
。

件
、
死
者
巌
は
四
十
六
年
の
ニ
十
八
人
弓
量
級
き
実
施
声
れ
た
第
一
一
択
交
迷
閏
転
車
の
駐
車
対
捕
は
、
す
で
に
十

一
一
一
か
所
二
千
五
盲
色
の
自
転
車
駐
車
場

行
者
鐸
護
を
重
点
当
主
計
十
む

4
E
d

イ

j
i
-
-

一

-
E

ニ

i
a
悶

4

お
り
、
五
土
ハ
年
五
月
の
調
べ
で
は
緯

交
遊
安
全
教
育
を
撤
寵
す
る
笹
川M
M
H
U
忠
明

て
い
ま
す
ロ
今
撞
も
、
公
共
用
地
、
鉄

第
三
訳
釘
留
の
構
離
は
、
第
一
に
市
中
心
に
揖
道
一
一
了
一
一
…

J
M
、
自
転
車
中
容
用
の
信
託
勺
機
も
増
設
し
ま
す
。
道
南
地
の
有
効
利
用
、
民
有
地
の
利

街
地
や
主
襲
幹
腫
道
路
の
盤
備
と
促
進
行
者
選
と
し
て
六
百
六

f
M
Mを
盤
構
し
き
ら
に
、
信
号
機
の
な
い
逸
学
路
な
用
、
既
存
施
設
の
立
時
化
に
よ
る
収
容

を
弱
る
乙
と
彩
始
め
と
し
て
、
障
行
者
ま
す
。
ど
の
裏
通
り
の
出
会
い
頭
事
故
の
防
止
刀
の
向
上
な
ど
に
よ
っ
て
、
駐
草
場
白

と
自
転
者
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
交
通
量
を
調
整
量
る
た
め
、
交
通
規
制
と
併
せ
て
交
新
設
ま
た
は
改
良
な
ど
、
駐
車
損
の
増

の
揖
車
道
勾
台
離
や
、
道
路
整
捕
を
海
護
点
に
十
字
マ
ー
ク
や

T
宇
マl
ク
の
設
に
現
め
て
い
き
ま
す
。

?
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ず
る
信
号
機
を
均
連
立

2
3
i
f

J
第
二
に
、
生
活
道
路
、
重
量
こ
地
機
二
観
っ
く
数
寄
を

九

l

信
量
と
道
路
嘩
一
語
震
に
つ
い
主
主
宰
A
p
t
a
a
i
d
j

ご

1

引
お
け
る
事
故
防
止
対
需
と
一
し
て
、
交

さ
て
は
、
突
過
の
流
れ
の
円
滑
化
を
確
保
交
通
事
故
の
際
問
を
調
べ
て
み
る
と
等
を
手
供
に
理
解
さ
せ
、
徹
底
す
る
方

な
差
点
の
改
良
や
合
理
的
な
交
通
規
制
な

み
す
る
た
め
、
交
通
量
を
自
続
的
に
調
態
信
号
無
視
、
前
方
不
注
意
、
一
時
停
止
針
を
取
っ
て
い
ま
す
。
モ
し
て
、
年
間

叩
ど
を
取
り
入
れ
て
安
全
の
躍
慢
と
、
選

d

ず
る
装
壁
を
持
つ
霊
議
長
組
自
動
や
能
行
の
怠
り
な
ど
、
基
本
的
な
詑
逼
を
通
じ
て
交
通
教
事
者
間
き
、
交
語
安

民
路
の
不
法
占
拠
の
取
り
締
ま
り
ゃ
道
路

市
平
正
系
統
化
」
と
複
雑
化
し
て
い
る
滋
マ
ナ

I
C
欠
如
に
よ
る
事
故
が
花
一
倒
的
全
指
導
の
実
地
指
導
を
し
ま
す
。

針
熊
防
灯
の
設
慣
な
ど
、
生
活
環
墳
の
改

苦
路
舗
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
、
受
遇
璽
に
多
く
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

ζ
で
、
ま
た
、
女
通
安
全
教
育
は
、
学
校
と

す
善
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

を
:
を
自
動
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
プ
第
一
一
一
次
女
通
計
図
で
は
、
交
通
安
全
教
輩
庭
、
社
会
の
一
一
一
者
一
体
の
陪
の
中
で

物

1

ロ
グ
ラ
ム
多
段
系
統
化
」
信
号
機
を
設
青
白
撒
底
に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
匂
進
め
ら
れ
て
こ
そ
、
効
畏
が
期
得
さ
れ

第
一
一
一
に
、
交
通
事
故
は
人
災
で
あ
り

盤
し
ま
す
。
ま
た
、
選
ぞ
か
ら
で
も
わ
ま
す
、
学
棋
の
行
う
交
通
安
全
教
育
る
も
の
で
す
。

C
の
た
め
、
学
校
と
家

?
人
の
心
の
問
題
で
あ
る
乙
と
雪
重
て
み

相
て
、
市
民
一
人
一
人
が
正
し
い
交
通
ル
か
る
よ
う
に
交
護
点
の
歪
別
に
、
予
舗
を
致
事
叫
に

4
7ぇ
、
登
下
校
時
の
安
全
庭
教
育
、
成
人
教
育
相
互
の
理
解
に
基

信
号
機
を
増
設
す
る
工
事
や
、
辞
行
者
指
導
、
自
転
車
の

i安
全
な
乗
り
方
指
づ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
緊
習
な

在

1

ル
を
身
に
つ
け
る
よ
う
な
安
全
教
育

耐
の
豊
富
ま
す
。
の
安
全
を
曜
保
す
る
た
め
号
室
帯
、
地
域
の
霊
長
し
た
交
通
事
椅
震
が
必
要
で
す
。
モ
己
で
、

2

は
、
P
T
A
連
絡
協
議
会
、
地
域
掃
人

日
歩
車
道
の
分
離
震
な
ど
の
組
織
を
他
用
し
て
連
携
を

引
で
安
全
の
確
保
計
十
軒
九
時
計
時
計
は

恥
第
一
茨
緒
ム
呂
田
発
計
画
に
基
づ
き
都
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
民
館
を
拠

哩
市
計
闘
道
路
の
塵
捕
を
始
め
、
主
要
幹
点
と
し

τ
行
っ
て
い
る
家
庭
教
育
学
級

い
い
輯
道
路
の
総
合
的
な
安
全
描
設
の
整
備
や
掃
入
学
問
紙
、
高
齢
者
学
紐
な
ど
の
学

新
彩
盛
っ
て
い
き
ま
す
。
寄
白
な
か
で
も
、
交
通
安
全
教
育
に
関

ま
ず
、
事
存
者
と
自
転
車
利
局
者
の
す
る
品
嬉
現
段
習
と
り
あ
げ
、
知
識
の

安
全
世
図
る
た
め
に
、
揖
車
道
の
分
離
普
及
や
現
解
の
徹
底
を
図

D
ま
す
。

に
よ
る
巨
転
車
と
長
T
h打者
遂
の
整
備
を
以
上
の
と
お
り
、
第
三
次
交
通
安
全

行
い
ま
す
。
交
差
点
の
改
良
や
遜
路
照
計
箇
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

明
灯
白
設
置
丈
信
基
〉
、
道
路
妨
謹
柵
が
、
こ
れ
ら
の
計
習
を
実
施
・
推
進
し

の
設
置
(
五T
M
)、
道
路
反
射
鵠
む
て
い
く
た
め
に
は
、
国
や
県
の
財
政
援

設
置
〈
一
一
芭
五
十
基
)
な
ど
、
安
全
施
助
と
平
塚
市
空
母
安
全
協
会
や
車
埼
嘗

設
の
態
輔
が
泊
り
ま
す
。
た
だ
し
揖
車
察
署
、
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
と

議
白
完
全
な
分
離
に
つ
い
て
は
、
踊
員
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

白
関
陣
も
あ
り
す
べ
て
の
滋
路
に
集
編
ぜ
ひ
、
む
協
力
〈
だ
さ
る
よ
っ
官
騒
い

で
き
な
い
た
め
、
当
日
出
は
幹
轄
道
路
を
い
た
し
ま
す
。

今
母
も
十
一
一
月
十
白
か
ら
来
年
「
酔
っ
た
勢
い
で
」

一
月
十
日
ま
で
、
歌
港
運
転
「
し
イ
パ
ー
も
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ァ

な
い
」
「
さ
せ
な
い
」
「
ゆ
る
さ
ル
コ
l

ん
の
影
響
そ
跨
解
し
て
い

な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
歌
酒
な
い
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

寝
転
埠
放
運
動
が
蛤
ま
っ
て
い
ま
ア
ル
コ

i

ル
は
ご
輔
自
マ
ヒ
剤q

ナ
。
と
な
っ
て
車
の
運
転
に
必
要
な

軟
調
運
転
の
実
態
を
み
る
と
、
「
認
知
」
「
判
断
」
「
実
行
」
の
賠

ま
ず
、
酒
に
対
す
る
ド
ヨ
イ
パ

1

力
を
大
き
く
低τ
さ
せ
ま
すe

の
認
識
不
足
が
自
立
ち
一
ま
ナ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
産
に
と

な
ぜ
飯
沼
運
転
を
し
た
か
と
い
っ
て
は
酒
ぴ
た
り
に
な
り
一
や
す
い

う
一
間
い
に
対
し
て
「
あ
ま
り
酔
っ
年
の
瀬
、
ハ
ン
ド
ル
空
持
つ
人
も

て
い
な
い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
か
持
た
な
い
人
に
も

M

乗
る
な
ら
散

「
中
し
し
か
歓
ん
で
い
な
い
か
ら
」
む
な
/
“
"
を
曙
底
さ
せ
て
〈
だ
さ

と
事
え
る
人
が
多
〈
、
な
か
に
は
い
固

ijjjiiFijijj 記fiijぷ弘子
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つ

少
年
に
よ
る
接
待
が
径
百
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
五
年
に
補
導
杏
れ
た
刑
法
犯
少
年
は
、
全
国
で
約
十
六
万
六
平
人
ぃ
聖
歌

λ
、

戦
投
最
高
と
い
う
記
録
を
つ
く
っ
て
い
る
。
犯
罪
の
穣
曹
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
で
お
宅
従
来
の
万
引
や
自
転
車
オ
ー
ト
バ
イ
を
読
む
、

い
わ
ゆ
る
瀧
ぴ
葱
非
行
に
理
え
て
、
援
近
弔
じ
は
校
内
暴
力
、
組
哲
也
涙
な
ど
昭
事
犯
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
少
年
の
暴
力
事
件
も
増
え
て
い
る
。
ま
た

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
護
制
乱
用
や
考
ナ
の
挫
の
海
鴎
行
為
も
目
立
っ
て
多
〈
な
っ
て
い
る

a

そ
ζ
で
、
青
少
年
課
苦
八
会
一
主

ι
「
昭
和F
千
六
年
用
上
半

期
青
少
年
寄
侶
防
止
活
動
墾
口
欝
」
章
な
が
ら
、
非
「
詰
妨
止
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
。

企
事

年末・年拍は境族￠一員としてできるだけ

軍事吃手伝いをするようにしよう。

。交通安全について

.道路￠横断は横断揖道や主伝道橋を利用する。

・自転車は安全に盤備し、横断、走行に注意ずる。(ス

ピードの出しすぎ、子供だけの遠葉iJ、 2人乗bは

しない。〉

C遊びについて
-シンナ」、 トノレエンなどの薬物、火薬類、刃物類、危

険物の持ち揖君、身障に影響のある滋びはしない。
・プラモデル製作に使用する接着剤は、長時間室内で
使用すると薬理作用の影響を受けるので注意する。

・男女交際や友人宅訪問は、保護者の指導を受ける。

.道路上でローラースケートなどはしない。

。韓外生活携帯

・外出は午控 4時30分のも愛￠鐘、までをめやすとする

.小学生は名札をつけ、中学生は生徒寺当疫を持番てする0

・外出するときは、費農に行き先きや庸宅時男F専をつ

げ、許可を揮て出かける。

・夜、友達どうしでの外出や宿泊は絶対しない固
遊技場、歌貴店、観廊館へ白出入りは、保護者また

は、楳護者の抵頼した資佳品る成人と間揮の場合に

理主り認められるもので、友達どうしでは行かない0

・パチンコ店には絶対に入らない。 ・公障や校庭等の

人気のない所で白 1 人遊ぴはしない。
. .志知らぬ人に誘われてもついていかないa

市
民
務
執
開
設
おi

一
一
一
一
市
内
線
二
九
一
一
一

。
人
権
滋
樺
霊
{
賢
官
(
火
)
、
1
月

5
日

(
6

0
行
政
抽
出
構
椋
談
{
ね
時

i
m
時

。
一
融
法
樺
棺
談1
月
7

臼
〈
木
〉
、1月
沼
宮
内
火
〉

予
約
制
制
〈
電
謡
壱
も
可
〉
、
刊
日
記
町

i

花
時

。
宅
地
懲
物
栂
談
ロ
月
沼
田
〈
火
〉
日
時

1

日
時
時

予
約
制
制
〈
電
話
で
も
可
〉

。
受
詑
栂
談

1
月
8

日
(
金
〉
、
日
時
I
V油
時

。
住
宅
編
談
抱
月
話
回
(
火
一
)
日
時

j
m時

。
下
務
取
引
越
留
品
っ
せ
ん
拍
制
緩
ロ
月
口
百
〈
木
〉
お
時
部
分

ー
町
四
時

〈V定
爾
年
金
栂
銭Z
R
H
H口
〈
木
)
閉
山
時

i

お
時

。
一
鶴
市
民
抑
制
裁
毎
趨
芹
水
木
金
援
丹
、

9

時
1

お
除

。
消
費
生
活
相
談
毎
週
金
曜
日

l
m
時
5

店
時

。
発
現
場
軍
特
許
制
制
緩

2
月
8

日
〈
月
〉
四
時
i

日
時

車
青
少
年
隷
明
記
i

一
一
一
一
内
線
忍
六
0

0
青
少
年
相
談
毎
日(
9時
i
v叩
時
間
判
分
)

た
官
レ
、
土
曜
日
は
口
時
ま
で

築
後
会
館
お
i

ニ
一
一
一
世
一
三

。
心
酔
盟
主
相
餓
毎
週
月
盟
百
(
第
五
控
除
〈
〉
日
持

i

お
時

。
一
母
子
相
談
優
遇
月
く
金
曜
夜

9

時
5

お
時
ぬ
分

。
家
庭
児
竣
相
続
毎
場
月

i

金
閤B
9

時
1

日
四
時

。
高
齢
者
磯
輯
相
談
毎
回
9

時
初
分5
路
面
吋

土
摺
百
は
ロ
時
ま
で

泉
市
合
間
扮
談

1

月
却
門
出
(
金
V

臼
時i
m
時

平
誼
田
駅
北
口
交
登
部
パ
ス
金
中
で
相
談
者
受
け
る
.

i ヰ



年
の
楢
に
な
る
と
衝
の
幸
ε

ち

で
勧
立
百
い
運
動
白
声
一
が
嵐
己
え
て

〈
る
。

ぼ
く
た
ち
も
、
私
た
ち
も
グ
獲
の

z
?をH
と
、
声
べ
か
ら
声
を
生
生
寸

供
た
ち
白
心
が
一
つ
に
な
っ
亡
、
毘

品
回
収
宅
行
っ
た
の
が
大
真
土
東
第

一
一
子
供
会
的
チ
ピ
ッ
子
た
ち
。

十
二
月
六
日
大F公
民
館
H
L子
供

た
ち
が
、
け
μ
キ
カ
ー
や
一
輪
車
、
自

転
車
な
ど
に
、
自
分
た
ち
が
読
ん
で

」
ま
っ
た
マ
ジ
ガ
本
や
雑
誌

i
新
聞

な
ど
を
銘
々
週
ん
官
長
昇
、

収
益
金
は
、
態
ま
れ
な
い
方
々
へ

と
福
祉
事
務
所
へ
屈
け
ら
れ
た
が
、

み
な
さ
ん
も
議
実
助
け
合
い
運
動
に

ぜ
ひ
む
協
力
い
た
だ
君
た
い
。

員の

。毅穫 給食調理主主〔女〉

む葬襲人員活 F名

。応募資格満37緯以下の躍躍な女子で

市内の小学校および共同調潔壌に扇動

可能な方。(塙37歳とは57年 1 Jl l 日

現在の年齢〉

。手続き 受験申込書〈教委万台務課にあ

る〉に写真を添付りうえ 12月26 日仁士〕

までに教育芸委員会惜務課に提出する。

。試験筆記誌験と街接試験

〉く問い合わせ措務諜庶務部

電話23-1111 円融511 ・

。設富霊童藍準

けがき。
②設置するいけがきは、公道等に麗し総延長5m以

上a
③者笠木の高さは、 90叩以上であること。

③也朝本教は延長 1mにつき尿剤として 3本p

⑤樹木の種輯は市長7引推奨するもので健全な樹木。
cii:植樹帯は30四以上であること。

。補助金迂補助金巴額は、いげがきの延長 1mにつ

書2加C向。

②申鱒者に交付される補鈎金の輯高理主度額は 4万

円。

民補励金司〉交吋を特E書される方は、いけがきを設重量

ずる煎にて公器縁拷章者I~おたちFね宅?

納耕唱髄{式市控知 i 轄の番の盟問で行っています

2 



に
「
石
と
水
と
据
」
宮
ア
!
?
に
し

幻
た
文
化
公
闘
を
建
設
し
て
い
る
一
環

心
事
業
の
ひ
と
つ
可
プ
一
プ
ッ
ト
ホ

1

4

ム
の
争
る
本
格
的
な
「
デ
ゴ
ニ
麗
…

m

タ
場
」
に
す
る
た
め
の
も
白
。

ン
当
日
は
、
ま
ず
、
炭
水
車
を
帯
品
創

出
さ
せ
た
あ
と
、
機
関
部
町
長
さ
約
十

W
U
野
警
必
要
、
重
喜
九
十
ナ

の
し
車
揮
を
ク
レ
ー
ン
車
で
つ

P

ト
市
町

随
時
智
震
な
R
品
川
幸Q文
化
セ
ン
タ
五
ム
ハM此
替
動4
C一
せ
で
は
地
上
に
お

I

毅
援
内
田
甫
側
に
展
示
し
て
あ
っ
ろ
し
、
午
控
二
時
す
ぎ
や
っ
と
定
位

た
D
臼
蒸
気
縁
関
車
が
、
十
一
月
二
康
仁
移
動
さ
せ
た
。

十
五
首
相
約
六
十
忍
V説
明
れ
た
セ
ン
タ
み
な
さ
ん
に
披
鍔
壱
き
る
の
は
、

ー
の
西
側
じ
移
設
さ
ぶ
れ
た
。
文
低
公
顕
の
完
成
ナ
る
来
単
六
月
色

と
れ
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
敷
橘
内
ろ
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

平
協
議
土
震
霊
闘
で
は
さ
一
期
造
し
て
霊
場
競
②
霊
案
内
希
望
の

成
工
事
主
待
っ
て
い
る
。
昭
和
五
十
七
有
無
@
平
車
市
民
と
な
っ
た
年
月
呂

年
春
色
ろ
に
は
、
約
三
百
基
の
芝
生
率
②
住
所
、
民
名
、
年
齢
、
電
謡
番
号

地
が
完
成
し
、
そ
の
貸
対
分
譲
を
行
う
マ
あ
で
先
一

T
m平
田
草
市
揖
間
町
九

i

予
定
で
あ
るe

一
平
塚
市
役
所
公
鐙
緑
地
譲
八
ム
観
替

地
乙
れ
に
先
だ
ち
、
遺
骨
音
量
刑
持
し
墓
理
店
開

一
芝
生
墓
地
の
骨
譲

の欄
遺
骨
を
か
か
え
て
お
困
り
の
方

聞
週
地
の
な
い
市
民
に
陵
台
、
募
集
要
領
の
マ
締
め
切

D

十
二
月
一
一
十
八
呂
(
当

:
交
付
予
約
を
受
け
付
け
る
こ
と
に
な
っ
自
開
印
有
効
〉

た
。
ζ
の
予
約
に
よ
り
、
昭
和
五
十
七
な
お
、
公
募
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

年
限
苅
む
ろ
、
要
舗
を
発
送
す
る

a
C

決
定
次
第
お
知
ら
せ
す
る
@
お
た
ず
ね

希
嘉
さ
れ
る
方
は
、
官
製
ハ
ガ
ギ
で
申
は
、
公
園
緑
地
謀
公
開
餐
加
盟
係
(
暗
室

L
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
お
一
一
一
一
内
鯖
四
一
一
一
一
一
〉
へ
。

マ
記
議
事
演
①
義
在
、
遺
骨
を
楳
智

一一ベコ一一-0一一

どうぞ

白
人
士
ち
は
、
乗
D

物
で
大
変
菌

っ
て
い
る
由
で
、
シ
ル
バ
ー
シ
ー

ト
で
な
く
て
も
席
を
ゆ
す
る
う
。

ト
露
首
は
松
葉
フ
あ
ー
会
一

番
歯
品
目
.
か
書
は
さ
せ
な
い
し

嬰
克
は
ず
ベ
る
危
険
知
事
匂
松

手
足
の
不
露
出
聞
な
人
突
っ

εえ
の
人
に
は
ぶ
つ
か
ら
な
い

①
車
い
す
の
人
が
筏
で
図
っ
て
い
品
う
に
、
そ
し
て
、
隣
り
に
松
葉

た
ら
ま
ず
揮
を
か
け
よ
う
。
づ
え
の
人
が
い
た
金
守
っ
て
あ
ぽ

⑦
階
段
で
車
い
す
母
上
り
下
P

を
ょ
う
。

手
伝
う
に
は
、
二
、
一
一
一
人
か
か
り
⑤
芋
足
の
不
自
閉
な
人
し
を
衝
で
み

で
時
一
肢
を
合
わ
せ
ず
挙
か
に
持
ち
か
け
て
も
、
す
ぐ
奮
を
費
す
必
要

上
田Uる
。
は
な
い
。
思
っ
て
い
る
と
蚕
や
援

上
D

は
前
向
き
、
下
り
は
後
向
勤
を
ま
め
ら
れ
た
と
き
に
は
じ

き
で
車
い
す
の
水
が
落
ち
な
い
よ
め
エ
若
貴
し
で
あ
庁
主
主
不

う
に
気
を
つ
け
る
a

自
由
な
人
た
ち
は
、
人
に
迷
惑
を

③
門
店
め
わ
る
い
人
に
は
松
葉
づ
え
か
け
る
の
を
と
て
も
心
苦
し
く
思

白
人
、
義
足
の
人
な
ど
、
い
ろ
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
「
、
掘
や

ろ
の
状
揮
の
へ
か
い
る
。
ζ
れ
ら
か
な
心
づ
か
い
が
必
要
。

主伝道にはみ出していると、会伝符者の遇仔

に支障を告たすので気をつけて下さい。
巽イむの留からも筒惑があE ます。

③建築工事などで占用するとさき

事前に議曹と市役所に苧続曹をとり、許

可を得てから行って下さい.
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強幾 重曹綾繁華聖書曙

~一一一日~締め切 \)1ま鋒月初録一~ー~ー

がテラ
市営住宅の入居幕策は、毎月10自に締め切って

いる。申し込んでおくと、あき裁が生じたときに、
その窃地￠精望者の中から入居者iJl決定吉れる。

あき家戸数よ D多い場合は指せんとなるa

。対語溜地 岡崎、万EE貝塚、思惑寸植竹
。間取り・ 1 種 6 盤、 3塁、台所、嵐呂、便所

• 2 種4.5媛、 3盤、台所、鼠呂、便所

。調格 CD市民となって 1 年以上経過している、ζと

③夫婦または親子世主悼とした家族母額損世帯

〈実需と子洪 2人〉で年収3.075，(問円以下である
とと。

。事理い合わせ 市議暴露擦住宅蝿霊童話23-! 11l



金
時
も
、
お
と
わ
ず
か
で
、
大
み
そ

か
。
一
年
は
~
長
い
よ
う
で
短
い
も
自

で
すaさ

て
年
の
瀬
は
、
と
か
く
、
あ
わ

た
だ
し
い
も
自
で
す
か
、
そ
れ
も
、
新

年
の
ス
虫l
ト
を
、
す
が
す
が
し
い
も

の
仁
k
a
hっしr
子
る
か
らζ
そ
な
の
で

し
ょ
う
勾

新
年
、
新
春
、
初
春
、
ど
白
書
努

L

も
薪
し
い
時
の
拍
ま
P

を
告
白
り
る
慎
い

警
糸
感
じ
h
れ
ま
す
。
今
年
も
、
余

?
と
ζ
ろ
、
あ
と
わ
ず
か
、
心
残
り
の

な
い
事
フ
ド
旧
新
し
い
年
在
市
唱
え
た

い
も
の
で
す
。

今
月
は
、
年
の
瀬
凌
通
充
た
援
の
援

を
見
つ
け
よ
う
と
、
貿
い
物
客
で
に
吉

わ
う
高
感
街
、
品
工
作

h
uの
お
飾
且
講
習

舎
な
E
を
訪
ね
て
み
ま
し
骨
、

司ムヵマ作ったお掛りですよって、みんなに室わな〈ち中指j

の

一
月
か
ら
亙
領
ケ
台
高
校
も

望書~-，海軍 関替噌隣諸説高名義~ 17悶可

期 B 2 月 5 BC金)~9 日(火〉
4 泊 513 (内車中 2;自〉

-上告発 2 丹 5 B(金〉午後 S 持.I!苦荷台体育館前

・9l警護審 2 月号笥〈火〕午前 5 待.I!~骨治体育館前

会場山形県蔵玄高原スキー場
事加盟椙 16歳以上の健麗な男女

申し込み所定のF轍王に必要事墳を記入白うえ、品費

26，∞む円のうち、予約金10，師日用者添えて市部育課

C電話31-306のまたは下記のスポーYf苦へ申し込
む。受持は12月 19 臼 C土コからただし、先着80人

』こな b しだい締め切る。

かながわス;j<-Y、にし雷スポ-Y
平壇スポーy、モDスボ…Y、ジョイ

鐙でも自由に利用で君る。種自は軟式テニ

ス、パレー、パドミ y トン、卓盟、パスケッ

ト。パ戸ミントY、卓躍のうケット、シ~ト

ノレ、ポーノレは各自持容とする e

1 Jl l1 認(舟〉午後 1 時~君特
?丹 2513 (丹 ) /1 

2 月器援(月 ) I! 

)<<(軟式テニス13時へ 16時まで。
バレー16時-2C時まで。

なお、理霊訪〈竺コ(上ば書〉と運動のでき

る線装で接加するιと。
怒さ詰 樟習課 程罷錨31一軍施品
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川IJ! III Hl II!小説文学I!IHH IlIl I !l H

建徳太子の神歌 志茂田景樹
いつか黄昏￠街で 武自淳一郎

不死を狩る者 鏡 明

殺意由邸玄 荒巻輯雄

本臼も晴天な b IN1J内美江子
さりげな〈主主きる幸福宣言問 知子

旅路・自在2ノj、説 藤原てい

す・ジゴロ 伏見'震樹

関臼を賢う努 邦光史郎

或るとき突然 宇野千代

花筏 加堂芳三
戦士の!lt歌 大薮春彦

王宮里吉盟人 井上ひさし
影を逃れて 南部樹未子
殺人7ィノレムへの招持加納一朗
女銀行軍 ジャ y. ノ!)

山!IHII川"寵庭生活1I!1lI111111HI!

芋づ〈りの味いろいろ 自然の友社

髪の生える本 板羽忠徳
貴塩、甑塩からi薗塩へ足立己幸
か〈し芸に強くなる本棚家つば女
私の時間利用補 竹内 均

目的期J50ccノ《イクの選び方

関部裕
滋味嵐味 辻嘉子4

Hll lH l llI!lH牡金制学，その地州11111111 川

比較野璃選手論 近藤唯之

ひらめきへの挑戦 能登録後史
売場べからず襲 神山利枝

暮し由中のユ~モア 融関正吉

ゴノレフ用語事典 11胸信輯
人間力ベの挑戦 佐藤正忠
技術革新を読む白 星野芳郎

晋審をどう生きるか 加藤諦三

会初心者のアコーディオン教室

みんなの前でアコ}ヂィオYが弾けたなら
と患ったζとはないだろうか。レクy ぷ}己ノ

ョンyyグが弾けるまで指導ナる。

・甥日 1 月26 臼 ~3 月16B (毎週火曜日コ
・時間 18時30分~2関約日分

・対象青年 15人

*奨神i教室「レ~ ')ンゲJ
一文字をデザインするー

読んでもらいたい文字の書き方など、文字
をデザインすると曹のエッセンスを学ぶ。

・期日 1 月26B~3 月 16日〈毎週火曜日〉

・時間 18時30分~20時3口分

・対象青年 20人

*外E襲人と語ろうパート E 
-今、品なたの世界が広がる
もちつき大岳、ディスカッションなどを過

して、外箇人留学生と交流しよう。
・期日 1J寺31 臼 E日コ 10時~14時
・対象青年 30人

。催し物の申し込みは、婚話かお無軽にな果

責宮を.

会体鰭日 毎i麗月曜日、 12月28 臼 ~1 Jl 4B

巣がついていた所の住所、見づけた人の住所
民名聖書いて、 2 月末までに博物館、または
最寄Dの公民館へ届けていただきたい。

官休輯日 毎週月曜自、 12月初日 ~1 月 48
1 月 15 日

合博物館 干254 浅晶官J12-41 霊童話33-5111

*映沼会

・期日 1 月10日〈日) 10時、 14時

寅次郎夕焼け小続け

主演重量葉清

んほだけが知っている/、

すこども映麗会

・綴臼 1 Jll1臼〈日) 10時、 14時
「ジヤングル・ブックj カラー90分

イギY ス白世界的詩人・文護軍ルドヤ~ト，.

キプ')ングがイン?との野獣生活を描いた「ジ

ャングノレ・ブ yクJ の眠溺イゐ

食休輯日毎週月曜日、 12Jl 28日 ~1 月 4 日

1Jl15B 
食事呂欝輯干254法務費J12-41 懲怒31 部15

守""""".包.，.昼、.
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鵜 1 識までの赤ちゃんならどなた
でも受けられる。時間は 9時30歩合か

ら1臨時30分、母子健康手帳を持襲。
12月 17日 量豊田公民館
12月22日規公民館

1 月 7 臼吉沢公民館

1 月 116 市役所B金謹聖護
1 月126 金自公民鵡

1 月21 日 大野公民遺宮

軍事金場探鍵セY3<-

豊富受付時間午後 1 時~2時

E覇持書するもの母子鍵鹿苧根本間
.jJlj柄、筆記用具

[3か月児3
1 月 6 日 56年 9 月 1 日 ~10日空

1 月到06 56年 9 月116~20臼主主
1 fl276 56年 9 月21 日 ~30 日主主

[3揖兇1

1 月 7 臼 53年 11月 1 臼 ~10日住

1 月21 日 53年11月 11 日 ~20 臼主主

1 月28 日 53年 11月21 日~初日主主

1Ã中に 8か月から満 1 歳になる
お子さんを対象に関〈。

機会場平塩保健所講堂

覇軍日時 1 月 8 臼午睡 1 時30分から

軍軍母子産妻鹿手帳と筆記用具を持罫

旅
銭
や
飲
食
店
で
働
く
方
に

四之宮丸念寺

午後松原公民館

2 月 2 日|午前市民センター

|午後農業会館

ク 3 日|午前須賀線宝寺

j 午按梅鐙駐車場
タ 4 日|午前 1ul公民館

|午後明石町児童公関

タ 5 白 j 午前農薬会館

i 午後神田公民館
タlO fl I 午前花木公民館

i 午憤ほていや

1-- 12 日 i 午前なでしζ;]\:j O側
午後

ゃまだたかひろ

山田貴博ちゃん
官平器市千由ケ慎15-22 極東証券

にお勤めの山田耕瑞さん (29撞〉

と柏、子さん (28歳〉の長男。現在

5 か月で身長63個、障E量 7.7k9 、
56年 6 月初日主主まれ。

ピスケットやオレY ôJ'ôJ'ユース

白大好きな貴博ちゃん、よく太っ

てかわいいが、手と起が大きいの

で持来はブロ聖子昂の選手にしたい
とお母さん。 i盟に一度ノわての実家

ノj 沼盟主のおばあちゃんの所へ脅車

纏鋳 1 ~開 3 S1受廿る
・対象 2競(24古明);')>04 銭 (48

か月〉までの幼児.なお、接種問時曹
は 2 邸 3 殴とも 3i車問から 8i昌勝。
顔第 2 織。 .1 路受ける

・対象第 1 繍の 3 問題が鰐わって
から 1年以上 1 年 6 か月ι 内自期唱

に受ける。なお、第 1 期を早めに受
けて、第 2期もなるべ< 4 歳までに

終了するようにしていただきたい.

[1 2月3

236 福祉会館、健保金鍔
丸呈公民館

24日 大野公民錦、横内団地集会場

出豊間公民館

25 日保健センター

京中央農協土沢支所

欝金場保健センター

擾受付時間午控 1時~2時

閣母子鶴泰寺知毘と筆記用具を持番
1 月 14 日 55年 7 月主主

盤会場楳健センター
遡時間午睡 1時~2時
関持事ナるもの母子鍵属手帳本間
-日J冊、筆記用具
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* 

伎緩表示広域!こ新築改築されるコヰ

。申請曹は市民譲住民登録慌に用意してあ þ

ます，

O申請欝 f住居番号付審申鰭欝〉を市民毅怒

口に提出して〈ださい。

。住居番号は「住所j と名のつ〈すべてのも

のに使用語れる大切なものです.

関詳しし、むとは、前毘霊童〈電話23-1111

内融230) へお問い合わせを.

12月31 日現在で、工業務計調査を翼施しま

す。む協力下さい。

乙の謂王創立、わが酒製造業のナがたや製造

活動の状況を朗らかにすることを思的として

お払調査査結果は、害方部で広〈活用されて

います勾記入していただ〈内容は、統計以外

の目的に使われるζとはありません。

あ fつのま去を記入して下さい。なお、特定
の事業所については、工業続計調査と同時に
「エホノレギ}摘費構造統計調査J rヱ業実輯

基本調査J 炉実施されます。あわせてむ協力

下さい。

市総務輯鵠車針捜査部

電話 23-1111

業

21 告
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六
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)
へ

犬@

鼎動物提護センターでは、捨て犬、捨てね

とによるのら犬、のらねιの注劫臼と、犬ね己

による危曹を紡ぐため、今泊も次の日程でい
らなくなった犬、ねζの巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は 1mかんJ r犬由

緩tLJ r註設す高禁J r愛犬手強」を持番のう
え晶湯へお出古斗f在。なお、収容車￠停留時

聞は10分間。また、ねζは蘇袋かダンボ}ノレ

暗に入れていただきたい。

1 守 9 B (土〉

9 '00 松原公民館 9 '20 須賀公民館

9 '40 花木公民館 10 ∞富士見公民館

10' 30 中原公民主官 10 , 55 旭公民銀
11 : 15 吉沢公民鎖

j 
z 
t 

j 東細道十日開平壌航鵬作
? 武井源肉
f 
2 馬;ス宜白丁白武井吉次さん￠壁を たものか、そ由辺の事情はわかっ

{近所で，;J:ì源問さんと呼んでいる。 ていない。いずれも苗字帯刀を許
i 当家は馬入111名主筆頭だった軍 j されていて、モの仕事の主な己と

一一一一一一一一 i で、源内は元禄(l688~170心の ! は、木戸(関所) Q;問問、置召舟言十

I (ころから初治年代まで、当家当主 j 頭、渡舟人足の業配、舟構造払

:の受け継いだ通称である。 饗舗などであった。木戸は武井家
i もうかなり以前のことになるが } の前にあD、ハ!留めむ際はζ乙に

;蝦措臆パ次山晴、当(縄を張った。臨調や人足の鷲
a 謹白ζとや馬入渡しのζとを伺っ ; 配は、大通行￠際の計留など主要

;たことがある。委参考になることが ( なことで、謹援の仕事は舟指〈ふ
2 沢山あるので、今モの蟻2かを記 ! なさしコがしていた。警備用とし

;モう。 て12領￠腹巻、その他の武器が武
; 舗の沼山部障の出身で i 井憲に楳管されてレーの鵬
大阪の障に従軍して功あり、また i 体制もつくられていた。

i 徳川家康の系閣改めによって見出 i 大名や要人の通行田聖書は、関室
{古れ、馬入捜しの醤守の役を命ぜ i 名主がしていたのと同様に、麻の
i られたという。同家過去帳Uま乙の i 上下を着用してこれを出迎え、ま
い腕時光道靖信土献 9 た中原酬の桝守がしていたこ

;年7月 6 日耕一門山北:とと時一岡田か畑一
陣 68J と記す。 名中要人、その他のi車行状態を道

官 渡守の役は按に111名主 011方名 I 中事行に報告していたe

i 主〉と役軍罪名iJ'変わった。 111名主 i 仕事をするに当たっては、独裁
j は、宿場の問屋世間とる人世間麗 i を禁じ、 f可をするにも合識によっ

;位、漢の事務明日人欄方 ; ていた。 ζ晴樹、今も馬入地
;名主というのと間巳で、渡しの事 j 区に購っているという。
i 務世間どる役職名である。 明主には12人扶持仁馬入の焔

担型車名が変わった母代や、間役 20芯) iJ'結せられ、仕事は燦藩重量

j の桓山犠閥、間帯兵商都，îil: !Ji<後馬入対四るまで続v，た。
井軍と開援に、初めから己の筏織 (文費臼井弘J 斑布たずねは市

にあったものか、途中から加わっ i 史繍さん醸へ仁霊童話31-042お

一←>29<一一
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供
に
誠

二
歳
女
宮P
P
E
P
拍
ー
丹
、
革
審
と
余
裕
章
匂
っ
て
接
す
る
こ
と

年
以
￡
ιつ
で
も
い
っ
己5
に
よ
か
で
き
る
よTつ
に
な5
れ
た
よ
吉

〈
な
ら
忌
い
白
で
絹
説
に
其
ら
れ
で
す
。
今
ま
で
子
供
は
訓
練
中
し

ま
し
た
。
つ
け
次
第
だ
と
挙
え
て
お
ら
れ
ま

こ
れ
ま
で
じ
も
お
医
者
吉
ん
に
し
た
が
、
持
つ
乙
と
で
一

M
君
が
自

相
談
さ
れ
た
り
、
車
を
読
ん
だ

D

主
的
に
行
動
ヂ
勉
め
た
と
い
う
費

し
、
「
あ
まb
し
か
ら
一
三
こ
ヨ
匡
麓
な
樟
酷
宅
、
大
人
の

な
い
き
に
」
「
〆
E

汽
ノ
一
、
F

立
場
か
E

か
子
供
を

主
管
レ
な
い
吉
野
今
私
見
て
い
な
か
っ
た
乙
と

に
」
と
努
め
て
己
ら
れ
一
二
長
一
ピ
九
ゃ
、
大
人
の
部
分
事

ま
し
た
。
し
か
し
、M
F
K
ヲ
ニ
イ
供
を
考
え
て
い
た
己
と

さ
ん
は
そ
う
い
う
やb

務
『
ペ
ず
ぢ
レ
に
気
付
か
れ
ま
し
だ

ガ
を
も
っ
と
も
だ
と
底
さ
i
J
d

ニ
ヨ
噌
優
等
生
的
な
お
ね
支

う
皮
街
、
し
つ
け
る
と
こ
ろ
を
我
ち
ゃ
ん
に
比
べ
、
す
べ
て
仁
字
供

慢
し
で
し
か
ら
な
い
で
い
き
や
ぞ
無
邪
気
長
応
主
査

と
は
、
子
供
者
せ
や
か
し
主
だ
め
君
ぞ
「
と
て
も
か
わ
い
〈
て
」
と

ド
レ
で
主
う
よ
芸
、
イ
ラ
イ
お
っ
し
ゃ
る
M
え
自
身
、
警

ラ
ナ
る
そ
う
で
ナ
。
諮
問
問
、
し
か
生
害
し

Mて
こ
ら
れ
ま
し
セ
己
の

り
が
~
く
て
も
我
糧
す
る
の
が
耐
え

ζ
ろ
に
は
、
M
箸
の
己
と
ば
も
す

ら
れ
ず
、
単
の
顔
ヂ
還
を
そ
っ
か
り
慌
に
な
ら
な
く
な
っ
た
よ

ら
せ
て
」
ま
う
の
で
す
が
、
そ
ん
う
で
す
。

。巡回B稜 12月 23 臼(71<)・ 268 C土コ・ 28臼

仁丹) 1C時~15時平壇駅前/1 月 6 日〈ポ) 10 

時~J5時平垣市役所

8.8帥

5. 2加
6.3加

6.5帥

5.2km 

⑧とき 1 月 lOB( 酒 )9a寺市役所前スタート

⑧コース
帯 1 区

欝 2区

第 3区

揮 4ほ再間入口一中沢橋
第5区中沢構-1山揖中学校

全長 5 区関 32.0蜘

会実業問釈伝競走大会
⑧とさ~ 1 月 17日〈母〉市役所書官吉野寺スタート

⑧コース同上
主龍平車市教背欝員全

~日-ミコ協力晶習がとうごさいました~~~

八幡地m自治晶37本、花京地区682位、ナショナ

ノレ家鷺瓶亮40京、中南信用金閣四之宮支店23京、

県立平器農業高校 126革、東海大学 516;j1:、平揮

駅前街頭39本
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